
 

 令和２年度ＮＰＯ活動推進補助金 活動報告書  

事 業 名 子どもの電話相談支援事業 

団 体 名 チャイルドライン「もしもしキモチ」 

法人設立年月 平成 14 年 2月 13日 

団体の目的  
本会は、子どもに寄り添い、子どもの声に耳を傾け、自立をうながし、一人ひとりが自

分らしく生きることができる社会を実現することを目的とする。 

主 な 活 動  

①チャイルドライン「もしもしキモチ」の実施 

②相談員（受け手）の研修、養成 

③子どもの問題に関する社会の啓発、広報 

④子どもの問題に関する諸機関の連携、交流、及び共同研究 

⑤その他、本会の目的を達成するために必要な事業 

補助事業の概要 

（事業を実施した背景、事業内容、成果、次年度以降の展望） 

事業を実施した背景 

① 令和２年３月来、３ケ月もの休校という前代未聞の事態が発生。これまで当法人

では、子どもの自殺予防対策の一環として、長期休暇明けの子どもたちに向けて

相談電話のキャッチ時間延長などのキャンペーンに取り組んできたが、学校再開

に向けて、今回はそれ以上の対策が必要であると判断した。 

② 電話ボランティアもコロナ禍の感染対策のため、全員がフル稼働でできない状況

にあり、今後も安定して継続的な活動を実施していくため、より多くのボランテ

ィアを必要としている。 

 

事業内容 

① 電話番号周知のための広報カードの作成。 

② 電話の受け手ボランティア養成講座の開催。 

市内小中学生へカードを配布し、子どもたちに活動の周知を図るとともに、万全な受

け付け体制の維持を目指す。 

 

成果 

指 標 目標値 実績 

・広報用カード配布数 140,000枚 目標値を 100％ 

福岡市内 224校 

約 14 万枚 

（ポスター全校配布） 

・コロナ関連相談受信データ作成 有：コロナ禍による子

どもへの影響・子ども

の声を分析する 

 

受信データ作成 



 

次年度以降の展望 

①度重なる緊急事態宣言の発令などで、中・高生（特に女性）の自殺者が過去最悪

を記録している。子どもたちへのストレスが増大する中、その気持ちを話せる場

を形成する。 

②全国一斉休校下で 10代の望まない妊娠などが問題となっている。チャイルドライ

ンに寄せられる、性に関する電話の実態を知らせ、正しい性の知識を学ぶ機会の

整備が必要とされている。 

次年度以降も、電話番号周知のための広報カードの配布を実施し、思春期の性

の勉強会開催・専門家ネットワークの構築を図る。 

 ・ネットワークメンバー 

産婦人科医、泌尿器科医、保健師、助産師、養護教諭、カウンセラーなど 

 

 

 

⑨思春期の性 －生命が生

まれるということ－ 

   講師：江頭久美 

 ※オンラインによる講義 

⑤問題や悩みへの寄り添い

方「カウンセリング概論」 

   講師：岡田健一 



 

 

 

 

補足(1)上記項目を満たしていれば、本様式以外を使用しても構いません。別紙記載例を参照してくださ

い。パワーポイント等で作成される場合は、10ページ以内とします。 

  (2)活動写真を２、３枚程度添付してください。 

(3)この報告書は、市ホームページに掲載するとともに、寄付者に送付している活動報告書を作成す

る際に活用させていただきます。 

【広報カード配布準備】 


